
白
石
喜
太
郎
著
『
渋
沢
栄
一
翁
』、
八
〇
九
頁
。（『
渋
沢
栄
一
翁

九
二
年
の
生
涯
』
夏
の
巻
、
二
四
八
ー
二
四
九
頁
。）

①
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［
論
稿
］

関
東
大
震
災

被
災
・
救
援
・
復
興
の
証
言
ー
渋
沢
栄
一
、
後
藤
新
平
、
な
ら
び
に
そ
の
周
辺
ー

永
冶
日
出
雄

第
二
章

九
月
二
日

飛
鳥
山
で
の
避
難
と
危
機
管
理
の
提
起

渋
沢
栄
一
が
帰
宅
し
、仮
設
小
屋
で
震
災
第
一
夜
に
耐
え
た
王
子
飛
鳥
山
は
、日
本
橋
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
北
北
西
十
キ
ロ
弱
、

北
豊
島
郡
滝
野
川
町
に
位
置
す
る
。
古
来
飛
鳥
山
は
江
戸
の
名
所
と
し
て
歌
川
広
重
や
葛
飾
北
斎
の
浮
世
絵
で
も
題
材
と
さ
れ
た
。

広
重
の
「
江
戸
百
景
」
に
は
遙
か
筑
波
山
を
望
み
つ
つ
、
河
原
の
広
壮
な
緑
地
に
憩
う
庶
民
が
描
か
れ
る
。
ま
た
、
北
斎
画
「
飛
鳥

山
の
画
」
で
は
満
開
の
桜
の
も
と
、
村
落
の
道
々
を
三
々
五
々
男
女
が
遊
歩
し
て
い
る
。
王
子
製
紙
株
式
会
社
の
建
設
の
た
め
し
ば

し
ば
こ
こ
へ
出
向
い
た
渋
沢
は
、
飛
鳥
山
の
麓
西
ヶ
原
に
一
万
坪
の
別
邸
を
築
い
た
。
彼
が
師
事
し
た
高
名
な
儒
学
者
、
阪
谷
朗
盧

に
よ
り
そ
の
典
雅
な
庭
園
が
曖
依
村
荘
と
命
名
さ
れ
る
。

あ
い
い

①

王
子
別
邸
ハ
明
治
十
一
年
八
月
ヨ
リ
工
ヲ
起
シ
荊

蕀
ヲ
開
テ
築
ク
所
ナ
リ
本
邸
ハ
東
京
府
公
園
ノ
一
タ
ル
飛
鳥
山
ヒ
遠
ク
筑

け
い
き
ょ
く

波
山
、
鴻
ノ
台
ヲ
望
ミ
近
ク
ハ
一
面
ノ
田
野
ニ
シ
テ
村
落
点
在
シ
戸
田
川
ノ
白
帆
ハ
緑
樹
ノ
間
ニ
隠
見
出
没
眺
望
殊
ニ
佳
ナ
リ

当
代
碩
儒
阪
谷
朗
盧
名
ヲ
命
シ
テ
曖
依
村
荘
ト
云
ウ
実
ニ
都
下
名
園
の
一
ナ
リ
園
内
広
豁
ニ
シ
テ
樹
木
鬱
叢
泉
水
ア
リ
瀑
布
ア

か
つ

『
青
淵
先
生
六
十
年
史
』
第
二
巻
、
九
一
二
頁
。

①

増
田
明
六
「
日
誌
」『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
四
八
巻
、
三
七
七
頁
。

②
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リ
諸
所
ニ
亭
ヲ
設
ケ
四
時
遊
覧
敢
テ
優
劣
ナ
シ
ト

雖

モ
春
秋
二
季
ノ
風
色
最
モ
好
評
ア
リ
毎
年
数
次
先
生
園
遊
会
ヲ
開
キ
内

い
え
ど

外
名
士
多
ク
参
集
ス
盖
シ
本
邸
ハ
大
客
ヲ
招
待
ス
ル
ニ
最
モ
適
ス
民
間
紳
士
ニ
シ
テ
外
来
ノ
大
賓
ヲ
招
キ
及
ヒ
朝
野
ノ
政
客
学

け
だ

者
実
業
家
ヲ
集
合
交
際
ス
ル
ノ
風
ハ
先
生
ノ
率
先
セ
ル
所
ニ
シ
テ
園
遊
会
其
他
交
際
上
ノ
体
裁
趣
向
コ
ノ
村
荘
ニ
濫

觴

ス
ル

ら
ん
し
ょ
う

所
多
シ
本
邸
建
物
今
ヤ
狭
隘
ヲ
告
グ
更
ニ
大
ニ
改
築
中
ナ
リ

①

や
が
て
こ
こ
に
自
邸
を
移
し
た
渋
沢
は
地
元
住
民
と
の
親
睦
の
た
め
、
曖
依
村
荘
で
し
ば
し
ば
園
遊
会
を
催
し
た
。「
十
一
月
十

二
日
／
日
／
晴
」
と
大
地
震
の
前
年
秘
書
た
る
増
田
明
六
は
日
誌
に
書
く
。「
午
前
九
時
半
飛
鳥
山
邸
に
赴
く
、
今
日
は
子
爵
ニ
於

て
同
邸
を
開
放
し
て
滝
野
川
町
民
の
為
に
園
遊
会
を
催
ふ
さ
れ
た
る
に
付
き
、
其
監
督
の
為
に
赴
き
し
次
第
な
り
、
町
民
の
来
会
者

六
百
五
十
人
、
前
十
一
時
一
同
大
天
幕
内
に
着
席
、
町
長
榎
本
初
五
郎
氏
の
開
会
の
辞
に
次
て
渋
沢
子
爵
の
演
説
あ
り
、
終
り
て
園

遊
会
に
移
り
、
午
後
一
時
半
余
興
開
始
、
子
爵
に
は
他
に
約
束
の
場
処
あ
り
、
自
動
車
に
て
他
出
セ
ら
れ
た
り
。」

当
日
な
さ

②

れ
た
渋
沢
の
演
説
と
自
作
の
漢
詩
を
引
用
す
る
。

幸
に
此
王
子
に
は
十
二
景
な
ど
の
名
勝
が
あ
る
、
斯
う
云
ふ
勝
地
に
居
つ
て
、
外
国
の
人
な
ど
の
来
た
と
き
に
は
天
然
美
を

示
し
て
来
客
を
慰
め
た
い
、
斯
る
主
義
か
ら
、
他
の
粗
野
に
な
る
に
引
替
え
て
、
庭
園
だ
け
は
家
屋
不
相
応
に
広
く
構
へ
て
居
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り
ま
す
。
然
る
に
此
庭
園
も
さ
う
誇
る
こ
と
の
出
来
ぬ
や
う
に
な
り
ま
し
た
今
日
―
―
此
隣
庭
に
晩
香
廬
と
云
ふ
小
屋
が
あ
つ

て
、
其
処
に
掲
げ
て
あ
る
拙
作
の
詩
を
摺
物
に
し
て
多
分
諸
君
の
御
手
許
へ
差
上
げ
た
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

葉
落
梧
桐
影
徒
長
。

纔
看
楓
柏
帯
微
霜
。

不
嫌
小
院
秋
容
淡
。

只
有
菊
花
晩
節
香
。

此
詩
の
意
味
は
葉
が
落
ち
て
し
ま
ふ
と
梧
桐
が
唯
空
に
突
立
つ
て
余
り
風
情
も
あ
り
ま
せ
ぬ
、
そ
れ
か
ら
楓
や
櫨
が
少
し
紅

く
な
つ
た
け
れ
ど
も
、
是
も
お
目
に
掛
け
る
程
の
も
の
で
も
な
い
、
故
に
此
秋
の
庭
は
淡
白
で
誠
に
物
寂
し
い
、
只
独
り
菊
の

花
だ
け
は
晩
節
の
香
あ
り
、
後
れ
て
節
を
守
る
や
う
な
香
が
す
る
と
斯
う
云
ふ
趣
向
で
あ
り
ま
す
、
蓋
し
轢
轆
の
寓
意
で
あ
り

ま
す
。
晩
節
の
香
あ
り
と
云
う
て
決
し
て
自
惚
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
成
べ
く
人
は
春
の
花
の
賑
か
に
咲
く
時

よ
り
も
、
秋
の
菊
の
香
の
奥
ゆ
か
し
い
方
が
宜
か
ら
う
。
殊
に
人
生
前
半
よ
り
も
後
半
が
大
切
で
老
衰
に
瀕
し
て
も
尚
相
当
の

努
力
を
社
会
に
尽
し
た
い
と
云
ふ
の
が
私
の
最
も
希
望
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。
此
意
味
か
ら
し
て
仮
令
充
分
の
働
は
出
来
ぬ
で

も
晩
節
を
清
く
し
た
い
。
晩
年
に
聊
か
の
香
を
発
し
た
い
と
平
素
心
に
思
う
て
居
り
ま
す
る
の
で
晩
香
廬
と
名
づ
け
、
其
処
に

寓
意
の
拙
詩
を
掛
け
て
置
く
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
今
日
諸
君
に
呈
し
た
の
は
前
に
述
べ
た
他
人
の
人
造
美
に
対
し
て
、
天

然
美
を
誇
る
積
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
去
り
な
が
ら
庭
園
も
庭
園
外
も
往
時
此
園
を
設
け
た
時
分
に
は
曖
々
た
り
遠
人
の
村
、
依

あ
い
あ
い

々
た
り
墟
里
の
烟
に
て
、
恰
も
陶
淵
明
の
帰
田
園
居
と
い
ふ
題
の
詠
詩
の
中
に
あ
り
さ
う
な
る
遠
近
の
田
家
の
景
色
が
工
合
能

く
眺
め
得
ま
し
た
、
そ
れ
故
に
此
別
荘
を
曖
依
村
荘
と
も
名
づ
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
今
日
は
相
反
し
て
曖
々
た
り
ど

あ
い
い

こ
ろ
で
は
な
く
、
暗
憺
た
り
煙
突
の
煙
、
轢
轆
た
り
汽
車
の
響
に
て
全
然
昔
に
変
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
是
も
即
ち
当
滝
野
川

れ
き
ろ
く

町
に
五
万
の
人
の
居
住
す
る
や
う
に
な
つ
た
為
と
町
内
の
諸
君
が
喜
ぶ
と
共
に
、
私
も
亦
暗
憺
た
る
煙
突
の
煙
も
轢
轆
た
る
汽

車
の
響
も
喜
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
詰
り
天
然
美
が
人
工
化
し
た
為
に
打
毀
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
併
し

渋
沢
栄
一
「
滝
野
川
町
園
遊
会
に
於
て
」『
龍
門
雑
誌
』
第
四
一
七
号
（
大
正
一
二
年
二
月
）。『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』

①

第
四
八
巻
、
三
八
〇
頁
。

内
務
省
社
会
局
編
『
大
正
震
災
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
五
年
。
五
二
六
、
五
三
一
、
五
三
四
頁
。

②
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是
は
世
の
進
み
か
ら
起
る
事
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
は
少
し
も
愁
と
せ
ず
、
寧
ろ
之
を
喜
ぶ
は
矢
張
天
然
美
を
喜
ぶ
所
以
で
あ

ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
之
が
私
の
庭
園
の
沿
革
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
序
な
が
ら
御
紹
介
申
し
て
置
く
の
で
あ
り
ま
す
。
①

飛
鳥
山
な
る
渋
沢
邸
は
行
政
的
に
北
豊
島
郡
滝
野
川
町
に
属
す
る
。
東
京
市
の
北
部
に
隣
接
す
る
北
豊
島
郡
は
府
下
に
お
い
て
も

っ
と
も
大
き
な
被
災
地
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
王
子
製
紙
や
東
洋
紡
績
の
工
場
を
擁
す
る
王
子
町
で
は
、
全
戸
数
約
一
万
の
う
ち
千

二
百
余
戸
が
全
壊
し
た
。「
此
地
域
の
各
町
は
恰
も
帝
都
の
北
門
を
為
し
、
東
北
方
面
・
信
越
方
面
及
常
磐
方
面
へ
往
還
す
る
要
路

に
当
れ
る
こ
と
と
て
、
都
下
罹
災
民
の
都
落
ち
を
為
す
者
の
大
半
は
、
或
は
徒
歩
或
は
鉄
路
に
依
り
、
此
地
域
を
通
路
と
し
て
殺
到

し
」
た
。
か
く
し
て
「
被
害
少
な
き
巣
鴨
・
滝
野
川
・
板
橋
の
各
町
も
、
夫
々
重
要
の
街
道
筋
に
当
る
こ
と
と
て
、
奥
州
街
道
に
ま

で
の
雑
閙
を
見
、
在
留
避
難
者
も
頗
る
多
数
に
上
っ
た
。
②

庭
園
に
組
ま
れ
た
仮
設
小
屋
で
渋
沢
が
震
災
第
一
夜
を
送
る
一
方
、
遠
く
は
都
心
の
各
地
か
ら
、
さ
ら
に
は
近
隣
の
王
子
や
田
端

か
ら
滝
野
川
へ
も
罹
災
者
の
群
れ
が
殺
到
し
、
曖
依
村
荘
門
前
の
芝
生
へ
も
大
勢
の
男
女
が
身
を
寄
せ
た
。
田
端
文
士
村
で
屋
根
瓦

の
墜
落
と
石
灯
籠
の
倒
壊
に
驚
愕
し
た
芥
川
龍
之
介
は
、
妻
子
と
も
に
飛
鳥
山
方
面
へ
の
脱
出
を
ひ
と
と
き
準
備
し
た
も
の
の
、
病

弱
な
身
体
へ
の
発
熱
で
決
行
を
断
念
す
る
。



芥
川
龍
之
介
「
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
大
震
に
際
し
て
」『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
。
第
四
巻
、

①

一
九
四
ー
一
九
五
頁
。
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芥
川
龍
之
介
「
大
震
日
録
」

九
月
二
日

東
京
の
空
、
未
だ
煙
に
蔽
は
れ
、
灰
燼
の
時
に
庭
前
に
墜
つ
る
を
見
る
。
円
月
堂
に
請
ひ
、
牛
込
、
芝
等
の
親
戚
を
見
舞
は

い
ま

し
む
。
東
京
全
滅
の
報
あ
り
。
又
横
浜
並
び
に
湘
南
地
方
全
滅
の
報
あ
り
。
鎌
倉
に
止
ま
れ
る
知
友
を
思
ひ
、
心
頻
り
に
安
か

ら
ず
。
薄
暮
円
月
堂
の
帰
り
報
ず
る
を
聞
け
ば
、
牛
込
は
無
事
、
芝
、
焦
土
と
化
せ
り
と
云
ふ
。
姉
の
家
、
弟
の
家
、
共
に
全

焼
し
去
れ
る
な
ら
ん
。
彼
等
の
生
死
だ
に
明
ら
か
な
ら
ざ
る
を
憂
ふ
。

こ
の
日
、
避
難
民
の
田
端
を
経
て
飛
鳥
山
に
向
ふ
も
の
、
陸
続
と
し
て
絶
え
ず
。
田
端
も
亦
延
焼
せ
ん
こ
と
を
惧
れ
、
妻
は

児
等
の
衣
を
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
収
め
、
僕
は
漱
石
先
生
の
書
一
軸
を
風
呂
敷
に
包
む
。
家
具
家
財
の
荷
づ
く
り
を
な
す
も
、
運
び

難
か
ら
ん
こ
と
を
察
す
れ
ば
な
り
。
人
欲
素
よ
り
窮
ま
り
な
し
と
は
云
え
、
存
外
又
あ
き
ら
め
る
こ
と
も
容
易
な
る
が
如
し
。

夜
に
入
り
て
発
熱
三
十
九
度
。
①

仮
設
小
屋
で
起
床
し
た
渋
沢
は
、
そ
の
朝
ふ
た
り
の
重
要
な
来
客
を
迎
え
た
。
日
曜
学
校
協
会
主
事
の
今
村
正
一
と
次
女
琴
子
の

夫
、
阪
谷
芳
郎
男
爵
で
あ
る
。
両
者
と
の
協
議
に
よ
っ
て
早
く
も
飛
鳥
山
で
危
機
管
理
へ
の
提
言
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
第
一
は
罹
災
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者
へ
の
食
糧
確
保
に
係
わ
り
、
他
は
暴
徒
に
よ
る
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
銀
行
通
信
録
』
に
寄
せ
ら
れ
た
証
言

を
引
き
続
き
引
用
す
る
。

渋
沢
栄
一
「
大
震
災
の
追
想
と
所
感
一
二
」
そ
の
三

丁
度
二
日
朝
第
一
に
此
近
所
に
住
っ
て
居
る
日
本
日
曜
学
校
協
会
主
事
の
今
村
正
一
氏
ー
私
は
宗
教
家
で
は
な
い
け
れ
ど

も
、
終
始
同
協
会
の
為
に
力
を
添
え
て
や
り
ま
し
た
か
ら
、
爾
来
、
別
し
て
懇
意
に
し
て
い
る
、
矢
張
小
崎
弘
道
氏
な
ど
の
手

に
付
い
て
、
亜
米
利
加
の
コ
ー
ル
マ
ン
死
な
ど
と
同
協
会
の
為
に
尽
力
し
て
居
る
人
で
、
同
氏
が
訪
ね
て
見
え
て
、
自
分
も
此

土
地
に
住
む
が
市
中
大
火
の
為
ど
う
も
米
が
少
く
な
っ
た
。
第
一
に
送
電
が
止
ま
っ
た
の
で
、
米
を
搗
く
こ
と
が
出
来
な
い
か

ら
白
米
が
別
し
て
な
い
、
自
分
は
埼
玉
県
人
で
あ
る
が
、
埼
玉
県
に
は
米
が
十
分
あ
る
だ
ろ
う
と
思
う
か
ら
、
貴
方
か
ら
お
力

添
を
願
い
他
か
ら
も
お
願
い
し
て
、
此
の
土
地
へ
少
し
米
を
輸
入
し
て
握
飯
的
焚
出
を
し
て
見
た
い
思
う
が
、
ど
ん
な
も
の
で

し
ょ
う
。
取
敢
ず
必
要
の
事
と
思
う
か
ら
、
全
然
御
同
意
し
ま
す
。
宗
教
家
と
し
て
さ
う
云
う
企
を
な
さ
る
と
云
う
こ
と
は
至

極
結
構
だ
け
れ
ど
も
、
併
し
此
地
方
に
対
し
て
そ
う
云
う
施
設
を
す
る
と
云
う
上
か
ら
に
は
、
尻
切
蜻
蛉
に
な
っ
て
話
が
纏
ら

ぬ
や
う
に
な
る
と
面
白
く
な
い
か
ら
、
矢
張
そ
う
云
う
取
扱
は
、
相
当
な
順
序
立
っ
た
組
織
に
依
っ
て
な
す
宜
し
か
ろ
う
。
夫

れ
に
は
滝
野
川
町
役
場
に
取
扱
は
せ
る
方
が
良
い
。
貴
方
は
自
分
で
や
ら
ず
に
気
付
だ
け
与
え
て
、
仕
事
は
其
処
で
や
っ
て
貰

い
、
米
に
対
す
る
金
の
心
配
は
私
が
し
て
あ
げ
る
、
そ
れ
に
対
す
る
物
資
の
補
助
は
私
が
尚
ほ
同
志
者
と
相
談
し
て
や
る
や
う

に
す
る
、
取
扱
は
滝
野
川
町
長
に
や
っ
て
貰
ふ
と
い
う
事
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
三
つ
の
力
に
依
っ
て
相
当
の
規
模
が
出
来
る
で

あ
ろ
う
、
大
し
た
事
は
出
来
な
い
が
、
な
に
し
ろ
皆
難
儀
を
受
け
て
居
る
の
だ
か
ら
―
米
の
百
石
や
二
百
石
は
ど
う
に
か
な
ろ
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う
、
併
し
そ
れ
で
は
一
つ
町
役
場
の
人
を
呼
び
ま
す
か
ら
、
能
く
相
談
し
て
く
れ
と
云
う
話
で
あ
っ
た
。〔
中
略
〕

米
の
買
入
は
今
村
と
云
う
人
の
宗
教
観
念
の
作
用
で
あ
っ
た
、
そ
れ
故
に
此
滝
野
川
町
は
米
の
配
給
が
大
分
都
合
よ
く
行
き

ま
し
た
。
此
町
は
市
に
接
近
し
て
居
る
も
の
で
す
か
ら
、
市
内
か
ら
罹
災
者
の
這
入
っ
て
来
た
の
が
現
在
人
口
の
五
万
余
り
の

所
へ
四
万
余
り
に
も
達
し
て
殆
ど
倍
加
す
る
よ
う
な
有
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
滝
野
川
町
の
雑
鬧
は
一
時
え
ら
い
も
の
で
あ
り
ま

ざ
っ
ど
う

し
た
。
総
て
に
届
い
た
か
、
ど
う
だ
か
私
は
悉
く
明
瞭
に
知
っ
て
は
居
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
併
し
如

斯
二
日
に
直
ぐ
手
配
し

こ
と
ご
と

か
く
の
ご
と
く

た
も
の
で
す
か
ら
始
終
玄
米
で
な
く
白
米
を
需
用
者
に
供
給
す
る
事
が
出
来
た
と
云
う
の
は
、
先
ず
東
京
付
近
の
中
で
は
第
一

に
算
え
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
現
に
其
最
も
著
し
い
証
拠
は
大
学
で
玄
米
は
得
た
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
之
を
白
米
に
す
る
こ

と
が
出
来
ぬ
已
む
を
得
ず
玄
米
を
用
ゐ
て
居
る
、
け
れ
ど
も
ど
う
も
病
人
に
玄
米
の
粥
は
困
る
聞
け
ば
滝
野
川
町
に
は
大
分
白

米
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
だ
か
ら
、
何
と
か
し
て
日
に
五
俵
宛
で
も
送
つ
て
呉
れ
ぬ
か
と
云
う
て
近
藤
外
科
病
院
か
ら
言
う
て
来

ま
し
た
か
ら
、
五
俵
位
な
ら
ど
う
に
か
な
る
だ
ら
う
と
、
助
役
に
相
談
し
て
五
俵
宛
幾
日
間
か
ら
―
十
日
以
上
配
給
し
ま
し
た

ら
う
。
之
を
以
て
見
て
も
滝
野
川
町
は
白
米
が
満
足
で
あ
つ
た
と
云
ふ
こ
と
は
証
拠
立
て
ら
れ
る
。

①

白
石
喜
太
郎
手
記
、

大
正
一
二
年
（
白
石
喜
義
氏
所
蔵
）

①
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つ
ぎ
に
訪
れ
た
女
婿
阪
口
芳
郎
は
か
っ
て
大
蔵
大
臣
や
東
京
市
長
を
歴
任
し
、
当
時
貴
族
院
議
員
の
地
位
に
あ
っ
た
。「
九
月

二
日
」
と
白
石
喜
太
郎
の
手
記
に
記
録
さ
れ
る
。「
午
前
十
一
時
頃
阪
谷
男
爵
見
エ
ラ
ル
、
子
爵
ト
御
相
談
ノ
上
渡
辺
ヲ
派
シ
、
内

田
臨
時
首
相
・
警
視
庁
・
東
京
府
知
事
・
東
京
市
長
ヲ
歴
訪
セ
シ
メ
、罹
災
者
ニ
食
糧
ノ
供
給
及
バ
ラ
ツ
ク
ノ
建
設
、民
心
ノ
鎮
静
、

不
穏
者
ノ
取
締
等
ニ
付
注
意
ヲ
発
セ
ラ
ル
」
①

渋
沢
栄
一
「
大
震
災
の
追
想
と
所
感
一
二
」
そ
の
四

そ
れ
は
朝
の
事
、
間
も
な
く
九
時
頃
で
あ
っ
た
か
阪
谷
男
爵
が
来
ら
れ
て
、
丁
度
私
が
懸
念
し
て
居
る
の
を
更
に
進
ん
で
、

こ
い
つ
は
油
断
が
出
来
ま
せ
ぬ
ぞ
、
事
に
依
る
と
暴
民
が
生
ぜ
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
か
ら
、
一
つ
政
府
に
注
意
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ぬ
か
、
私
が
行
っ
て
そ
ん
な
事
を
騒
ぎ
散
ら
す
と
少
し
穏
当
で
な
い
よ
う
だ
、
老
人
の
気
付
か
ら
言
う
な
ら
宜
い
。
内
閣
が

ど
う
な
っ
た
か
、
山
本
が
立
つ
と
云
う
が
、
何
し
ろ
そ
ん
な
こ
と
は
第
二
と
し
て
仮
総
理
大
臣
に
で
も
言
っ
て
や
る
が
宜
い
。

夫
れ
か
ら
警
視
庁
に
東
京
府
に
東
京
市
に
又
内
務
省
に
も
注
意
し
て
早
速
米
を
入
れ
る
と
云
う
事
と
、
そ
れ
か
ら
戒
厳
令
を
布

く
と
云
う
こ
と
、
即
ち
飢
饉
に
迫
ら
ぬ
よ
う
に
さ
せ
る
の
と
、
乱
暴
を
防
ぐ
と
云
う
事
だ
け
は
、
是
非
な
さ
ら
ね
ば
い
か
ぬ
と

云
う
こ
と
の
、
注
意
を
与
え
る
よ
う
に
し
よ
う
で
は
な
い
か
、
貴
方
か
ら
言
う
て
く
れ
る
方
が
工
合
が
宜
い
と
思
ふ
。
場
合
に

依
っ
て
阪
谷
も
希
望
を
共
に
す
る
と
言
っ
て
も
宜
い
か
ら
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
て
、
折
柄
報
告
か
た
が
た
来
合
わ
せ
て
居
た
私

の
事
務
所
の
渡
辺
得
男
に
交
通
機
関
が
な
い
け
れ
ど
も
、
場
合
に
依
っ
た
ら
歩
い
て
行
っ
て
も
と
云
う
て
、
今
の
事
を
総
理
大
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臣
、
と
云
ふ
の
は
未
だ
内
田
さ
ん
の
時
で
し
た
、
水
野
内
務
大
臣
、
赤
池
警
視
総
監
、
東
京
都
知
事
、
東
京
市
長
と
申
す
向
に
、

主
と
し
て
取
締
り
救
護
の
方
法
を
至
急
に
講
ぜ
ね
ば
な
り
ま
す
ま
い
と
云
う
事
を
、
別
に
建
議
書
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

口

上
を
以
て
申
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
等
は
今
考
へ
る
と
矢
張
適
当
の
方
法
で
あ
っ
た
が
之
は
決
し
て
私
の
気
付
で
な
く
阪
谷
の
注

意
に
教
は
っ
て
や
っ
た
の
で
あ
る
。

①

阪
谷
芳
郎
は
一
八
六
三
年
儒
学
者
阪
谷
朗
盧
の
四
男
と
し
て
備
中
に
生
ま
れ
た
。
朗
盧
は
郷
校
興
譲
館
を
主
宰
し
て
、
多
く
の
文

人
・
文
人
墨
客
が
そ
こ
を
尋
ね
、
渋
沢
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
語
学
に
堪
能
な
芳
郎
は
国
際
連
盟
の
創
設
に
も
寄
与
し
、
都
市

計
画
に
も
関
心
を
抱
い
た
と
さ
れ
る
。
彼
の
震
災
記
録
は
地
震
発
生
時
の
身
辺
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
と
き
き
彼
が
居
合
わ
せ
た
日
本

倶
楽
部
は
、
学
識
者
・
実
業
家
・
政
治
家
の
交
流
団
体
と
し
て
明
治
三
一
年
有
楽
町
に
建
設
さ
れ
、
渋
沢
は
初
代
の
副
会
長
を
務
め

て
い
た
。
帝
国
ホ
テ
ル
か
ら
の
延
焼
も
免
れ
、
日
本
倶
楽
部
か
ら
脱
出
し
た
阪
谷
は
、
本
郷
西
片
町
で
老
母
を
安
否
を
確
か
め
た
の

ち
、
小
石
川
の
自
邸
に
無
事
帰
着
し
た
。
や
が
て
公
に
さ
れ
た
回
顧
録
に
は
翌
朝
に
お
け
る
渋
沢
家
訪
問
、
救
済
活
動
に
関
す
る
栄

一
と
の
連
携
も
記
録
さ
れ
る
。
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阪
谷
芳
郎
「
大
地
震
の
回
顧
」

当
日
余
は
麹
町
区
有
楽
町
の
日
本
倶
楽
部
に
居
っ
た
。
正
午
で
あ
る
か
ら
二
階
の
食
堂
に
赴
か
ん
と
し
て
数
名
の
人
々
と
共

に
階
子
段
を
上
り
つ
つ
あ
っ
た
途
端
に
ド
ン
ド
ン
と
二
三
度
突
き
上
た
る
様
に
感
ず
る
と
ま
も
な
く
ユ
ラ
ユ
ラ
と
来
た
。
ソ
コ

で
余
は
モ
ー
家
が
崩
れ
る
か
階
子
段
が
落
る
か
と
思
っ
た
が
、
幸
に
無
事
で
あ
っ
た
。
ス
ル
と
眼
前
に
あ
っ
た
大
時
計
が
倒
れ

る
其
他
階
子
段
の
下
の
間
に
あ
る
物
が
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
た
。
余
は
幸
に
怪
我
は
し
な
か
っ
た
。
夫
れ
か
ら
出
口
の
方
を
眺
め

る
と
幸
に
出
口
も
破
壊
さ
れ
ず
、
諸
方
の
家
か
ら
多
く
の
人
が
街
頭
に
奔
り
出
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
余
も
往
来
へ
出
た
。
ス
ル
と

前
の
警
視
庁
の
裏
か
ら
火
事
が
起
っ
て
黒
煙
が
蒙
々
と
立
ち
上
っ
た
と
思
う
と
又
第
二
の
大
揺
れ
が
来
て
道
路
は
波
を
打
つ
が

如
く
動
き
、
余
は
殆
ん
ど
倒
れ
ん
と
し
た
。
そ
れ
か
ら
刻
々
震
動
が
来
た
が
、
余
は
モ
ー
怪
我
も
な
く
命
は
助
か
っ
た
と
思
ふ

た
。
幸
に
余
の
自
動
車
が
戸
口
で
待
っ
て
居
っ
た
か
ら
之
に
乗
り
直
ち
に
宮
城
に
行
か
う
と
思
っ
た
が
、
門
鑑
を
も
っ
て
居
ら

ぬ
事
に
気
が
付
い
た
か
ら
止
む
を
得
ず
宮
城
前
迄
行
っ
て
、
御
城
を
眺
め
る
と
御
所
の
御
家
根
が
御
無
事
に
見
え
た
か
ら
先
ず

安
心
と
思
っ
た
。

ス
ル
と
本
郷
西
片
町
に
居
る
今
年
九
十
二
歳
の
老
母
の
安
否
が
気
遣
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。
此
日
の
朝
余
の
妻
と
娘
と
は
鎌

倉
に
病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
他
に
嫁
し
て
居
る
次
女
の
病
気
見
舞
に
行
っ
て
留
守
で
あ
っ
た
故
、
多
分
東
京
が
震
源
地
で
鎌
倉

方
面
は
安
全
で
あ
ろ
う
と
左
程
心
配
し
な
か
っ
た
が
、
後
で
鎌
倉
の
方
が
東
京
よ
り
も
強
か
っ
た
と
の
こ
と
を
聞
い
て
、
そ
の

安
否
が
知
れ
る
迄
非
常
の
心
配
で
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
病
人
の
娘
は
不
幸
に
も
惨
死
し
た
が
、
見
舞
に
行
っ
た
妻
と
娘
と

は
安
全
で
あ
っ
た
。

余
の
自
動
車
は
宮
城
前
か
ら
本
郷
に
向
っ
て
走
り
始
め
た
。
途
中
内
外
ビ
ル
デ
ン
グ
は
倒
壊
し
て
居
り
、
そ
の
他
多
少
は
潰
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れ
家
も
あ
っ
た
が
、
神
田
橋
も
お
茶
の
水
橋
も
無
事
に
通
り
、
左
程
の
損
害
も
見
受
け
な
か
っ
た
。
本
郷
通
り
を
帝
国
大
学
赤

門
の
前
に
来
る
と
、
工
科
大
学
の
教
室
が
一
棟
火
炎
を
上
げ
つ
つ
あ
っ
た
。
自
動
車
の
な
か
で
渋
沢
子
爵
の
事
や
そ
の
他
親
戚

友
人
の
安
否
が
ド
ウ
で
あ
ろ
う
か
と
案
じ
ら
れ
て
な
ら
ぬ
。
又
今
に
市
中
は
八
方
大
火
が
起
る
で
あ
ろ
う
。
人
心
険
悪
の
結
果

或
い
は
騒
動
が
起
ら
ぬ
と
も
言
え
ぬ
。
夫
れ
に
は
一
刻
も
早
く
戒
厳
令
を
布
き
、
兵
を
出
し
て
、
諸
方
を
警
戒
し
、
又
騒
動
は

第
一
に
食
料
の
不
足
か
ら
起
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
何
で
も
地
方
か
ら
米
を
移
入
す
る
の
手
段
を
真
っ
先
に
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

と
考
え
た
。
そ
の
内
に
自
動
車
が
本
郷
西
片
町
の
老
母
の
宅
の
近
所
の
陸
橋
の
所
迄
着
い
た
が
、
陸
橋
が
破
損
し
て
自
動
車
が

通
ら
ぬ
の
で
、
自
動
車
に
は
廻
り
途
を
さ
せ
て
余
は
徒
歩
で
老
母
を
訪
ね
た
所
が
、
老
母
は
看
護
の
人
々
に
助
け
ら
れ
て
大
き

な
椎
の
老
木
の
下
に
避
難
し
て
居
ら
れ
て
無
事
で
あ
っ
た
。
老
母
の
家
も
幸
に
破
損
が
軽
微
で
あ
っ
た
。
ソ
コ
で
看
護
の
人
々

に
老
母
の
事
を
頼
み
、
後
々
の
こ
と
を
注
意
し
て
置
い
て
小
石
川
区
原
町
の
自
邸
に
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
幸
に
も
陸
軍
の
某
武

官
に
出
会
っ
た
か
ら
、
余
は
即
時
出
兵
の
事
と
米
の
事
を
陸
軍
当
局
に
伝
言
を
頼
む
と
、
快
よ
く
承
諾
の
旨
を
答
え
ら
れ
た
か

ら
大
に
安
心
し
た
。

午
後
一
時
頃
に
自
邸
に
帰
着
し
た
と
こ
ろ
邸
内
に
は
近
所
の
避
難
者
が
多
数
来
て
お
ら
れ
た
。
何
れ
も
負
傷
者
は
な
い
様
で

あ
っ
た
。
余
の
家
は
家
根
の
瓦
が
損
じ
、
壁
に
亀
裂
が
生
じ
た
位
で
、
大
し
た
損
害
は
な
か
っ
た
。
然
し
、
電
話
電
燈
瓦
斯
水

道
等
は
皆
な
一
時
に
損
じ
て
用
を
な
さ
ぬ
と
の
事
で
あ
っ
た
か
ら
、
人
を
派
し
て
米
沢
庵
蝋
燭
等
を
買
入
る
用
意
を
命
じ
た
。

幸
に
四
五
日
間
は
支
へ
ら
れ
る
用
意
が
出
来
た
。
又
鎌
倉
に
行
っ
た
妻
と
娘
の
安
否
が
不
明
で
あ
る
か
ら
使
を
鎌
倉
に
出
し
た

が
、
こ
れ
は
そ
の
辺
ま
で
行
く
と
、
何
分
大
火
事
で
と
て
も
通
行
は
で
き
ぬ
、
と
云
っ
て
夜
に
な
っ
て
引
き
返
し
て
来
た
の
で
、

翌
朝
早
く
自
転
車
で
事
慣
れ
た
者
二
人
を
出
し
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
日
の
午
後
に
鎌
倉
に
到
着
し
て
、
妻
と
娘
に
出
会
す
る
事

が
出
来
た
。
妻
と
娘
は
あ
る
筋
の
自
動
車
が
空
車
で
帰
る
の
に
便
乗
を
頼
み
、
八
王
子
街
道
を
廻
っ
て
三
日
の
夕
刻
に
東
京
の

阪
谷
芳
郎
「
大
地
震
の
回
顧
」
近
藤
士
郎
編
『
震
災
よ
り
得
た
る
教
訓
』
国
民
教
育
会
、
一
九
二
四
年
。
六
六
ー
六
九
頁
。

①
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宅
に
安
着
し
た
。
こ
の
時
は
真
に
夢
か
と
思
は
る
る
ほ
ど
嬉
し
く
感
じ
た
。

二
日
の
朝
王
子
の
邸
に
渋
沢
子
爵
の
安
否
を
訪
う
た
。
子
爵
は
地
震
の
時
は
兜
町
の
事
務
所
に
居
ら
れ
た
が
、
事
務
所
は
著

し
く
破
損
し
た
が
、
子
爵
は
幸
に
無
事
に
第
一
銀
行
に
避
難
し
、
の
ち
自
邸
に
帰
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
火
事
の
た
め
に
事
務
所

も
第
一
銀
行
も
焼
失
し
、
子
爵
多
年
の
旧
記
録
も
残
念
な
が
ら
焼
亡
し
た
と
の
事
で
あ
る
。
王
子
の
子
爵
邸
は
倒
壊
は
し
な
か

っ
た
が
、
土
蔵
や
壁
の
破
損
は
随
分
甚
だ
し
く
、
子
爵
は
家
族
と
共
に
庭
の
広
場
に
居
を
造
り
、
こ
れ
に
避
難
し
て
居
ら
れ
た
。

余
は
ま
ず
子
爵
の
無
事
を
祝
し
、
子
爵
の
秘
書
役
の
渡
辺
君
を
使
と
し
て
政
府
当
局
そ
の
他
に
向
か
っ
て
速
や
か
に
戒
厳
令
を

布
く
こ
と
、
米
を
地
方
よ
り
取
寄
せ
る
こ
と
の
二
件
を
勧
告
し
た
。
こ
の
事
は
大
い
に
効
能
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
余
は
宅
に
帰
り
、
地
方
の
親
類
に
手
紙
を
出
す
や
ら
、
町
内
の
警
戒
や
ら
谷
中
の
墓
地
に
あ
る
父
や
兄
の
墓
碑
の

様
子
を
問
い
合
す
や
ら
、
遷
都
論
の
駁
撃
や
ら
大
小
種
々
震
災
善
後
策
に
就
い
て
奔
走
し
た
の
で
あ
っ
た
。
①

渋
沢
栄
一
の
次
女
で
あ
る
琴
子
は
、
女
性
の
社
会
参
加
と
し
て
外
国
人
へ
の
接
待
と
社
交
も
で
き
る
よ
う
育
て
ら
れ
、
語
学
に
堪

能
で
芸
術
を
愛
し
た
。
優
れ
た
母
お
よ
び
祖
母
と
し
て
は
家
族
に
よ
る
追
悼
集
『
し
の
ぶ
の
つ
ゆ
』（
私
家
版
）
に
お
い
て
親
し
く

語
ら
れ
る
。
ま
た
、
彼
女
は
「
貧
困
ニ
シ
テ
医
薬
ヲ
ウ
ル
資
力
ナ
キ
病
者
ノ
施
療
」
を
支
え
る
東
京
慈
恵
会
の
役
員
を
も
務
め
、
な



『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
二
四
巻
、
五
三
六
ー
五
三
九
、
五
四
九
、
五
六
〇
ー
五
六
一
頁
。

①

〔
参
照
〕
伊
藤
真
希
「
阪
口
芳
郎
の
家
庭
教
育
」『
愛
知
淑
徳
大
学
現
代
社
会
研
究
科
研
究
報
告
』
第
六
号
（
二
〇
一
一
年
）
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か
で
も
明
治
四
十
年
に
慈
恵
病
院
拡
張
の
た
め
姉
穂
積
歌
子
と
と
も
に
尽
力
し
た
。

右
に
転
記
し
た
震
災
回
顧
で
は
僅
か
な
言

①

及
に
自
制
さ
れ
る
も
の
の
、
九
月
一
日
は
阪
谷
家
の
と
っ
て
傷
ま
し
い
痛
ま
し
い
受
難
の
日
と
な
っ
た
。
一
男
三
女
の
母
に
し
て
病

床
に
あ
る
次
女
和
子
は
、
見
舞
に
訪
れ
た
妻
琴
子
と
四
女
総
子
と
と
も
に
、
高
嶺
別
邸
で
激
甚
な
地
震
に
襲
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
同

家
に
所
蔵
さ
れ
る
『
阪
谷
芳
郎
家
庭
日
記
』
に
は
次
女
即
死
の
惨
状
と
と
と
も
に
、
祖
父
渋
沢
の
弔
問
が
誌
さ
れ
る
。

阪
谷
芳
郎
『
家
庭
日
記
』

九
月
一
日

午
前
八
時
ノ
汽
車
ニ
テ
琴
子
総
子
、
和
子
見
舞
ノ
為
鎌
倉
ニ
行
ク

途
中
穂
積
男
葉
山
ヘ
赴
カ
ル
ル
同
車
ノ
由

坂
上
順
次

琴
子
一
行
ニ
同
行
ス

然
ル
ニ
交
通
遮
断
ノ
タ
メ
消
息
不
明
心
配
ス

九
月
二
日

大
工
辰
二
郎
及
運
転
助
手
堀
田
二
人
ニ
命
ジ
自
転
車
ニ
テ
鎌
倉
ヘ
赴
キ
琴
子
一
行
ノ
消
息
ヲ
探
ラ
シ
ム

横
浜
小
田
原
等
海

嘯
大
被
害
ノ
報
ア
リ

一
同
深
ク
心
配
ス

九
月
三
日

琴
子
聡
子

坂
上
ヲ
伴
ヒ
午
後
帰
宅
ス
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琴
子
一
行
ハ
九
月
一
日
高
嶺
別
邸
ヲ
訪
ヒ
和
子
ノ
病
気
ヲ
見
舞
ヒ
タ
ル
ニ
和
子
ハ
既
ニ
脳
症
ヲ
起
シ
重
態
ノ
模
様
ナ
リ
シ
モ

和
子
悦
ヒ
礼
ヲ
述
べ
食
事
ハ
三
橋
ニ
テ
セ
ン
ト
云
ヒ
シ
ヲ
和
子
ハ
取
寄
セ
ン
ト
ノ
言
ニ
従
ヒ
、
ソ
ノ
儘
ニ
テ
折
柄
見
舞
ノ
坂
田

医
師
ニ
話
シ
ナ
ガ
ラ
総
子
ヲ
二
階
病
室
ニ
残
シ
同
氏
ノ
帰
ル
ヲ
送
リ
玄
関
ニ
至
リ
タ
ル
途
端
大
地
震
ト
ナ
リ
別
邸
丸
潰
レ
ト
ナ

ル

総
子
直
チ
ニ
身
ヲ
以
テ
病
人
ノ
和
子
ヲ
覆
イ
タ
ル
ニ
家
根
破
レ
不
思
議
ニ
モ
其
間
ヨ
リ
外
へ
出
タ
リ

総
子
ハ
直
チ
ニ
坂

上
ヲ
見
付
ケ
両
人
ニ
テ
琴
子
ヲ
探
シ
タ
リ

琴
子
ハ
梁
ノ
下
ニ
圧
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
両
人
ニ
テ
漸
ク
引
キ
起
ス

琴
子
総
子
両
人

は
打
撲
過
傷
負
ヒ
タ
ル
ニ
殆
ド
無
事

坂
上
は
最
初
大
震
ニ
屋
外
ヘ
投
出
サ
レ
ル
亦
無
事

坂
田
氏
も
手
ニ
傷
ス
ル
モ
屋
外
へ

投
出
サ
レ
助
カ
ル

看
護
婦
二
人
女
中
一
人
モ
一
旦
圧
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
家
番
加
藤
坂
上
等
コ
レ
ヲ
引
出
ス

何
レ
モ
負
傷
大
ナ

ラ
ズ

和
子
ハ
大
地
震
ノ
驚
キ
ニ
心
臓
麻
痺
ヲ
起
シ
即
死
ス

夫
れ
ヨ
リ
海
嘯
来
タ
リ
琴
子
水
中
ニ
倒
タ
ル
ヲ
総
子
帯
ヲ
引
上

助
カ
ル

次
デ
三
橋
ヲ
始
メ
諸
処
大
災
起
ル

琴
子
一
行
ハ
長
谷
大
仏
ニ
避
難
シ
テ
救
助
飯
一
ッ
二
ッ
過
セ
シ
折
柄
東
京
ヨ
リ

遣
シ
タ
ル
堀
田
及
辰
二
郎
到
着
ス

辰
二
郎
ハ
大
工
ナ
レ
バ
直
チ
ニ
坑
ヲ
造
リ
和
子
ヲ
火
葬
ニ
付
ス
ル
ノ
手
ツ
ヅ
キ
ヲ
取
ル

堀
田
ノ
計
ラ
ヒ
ニ
テ
山
階
宮
妃
殿
下
圧
死
ノ
タ
メ
東
京
ヨ
リ
来
リ
タ
ル
自
動
車
ニ
乗
セ
テ
モ
ラ
フ

藤
沢
ニ
テ
二
時
間

夫
ヨ

リ
八
王
子
ヲ
廻
リ
テ
帰
京
セ
ル
ナ
リ

和
子
ハ
三
日
火
葬
ニ
付
シ
其
遺
骨
ヲ
堀
田
及
辰
二
郎
収
容
四
日
帰
京

九
月
四
日

高
嶺
俊
夫
来
タ
ル
和
子
遺
骨
ハ
当
該
寺
（
徳
恩
寺
）
ニ
預
ケ
葬
式
ハ
他
日
ニ
延
期
ス

穂
積
男
夫
人
、
渋
沢
政
雄
見
舞
ニ
来
ル

穂
積
重
遠
氏
使
来
リ
琴
子
及
総
子
ノ
安
否
ヲ
尋
ネ
ル

九
月
八
日



阪
口
芳
郎
『
家
庭
日
記
』
第
五
巻
、
四
八
ー
五
〇
頁
。（
国
会
図
書
館
『
阪
谷
芳
郎
関
係
文
書
』
六
九
七
）

①

渋
沢
栄
一
「
日
記
」
ほ
か
。『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
五
七
巻
、
六
八
ー
六
九
頁
。

②

- 15/17 -

渋
沢
治
太
郎
、
来
ル
。
和
子
死
去
ニ
付
悔
。
渋
沢
子
爵
来
訪
。
悔
。
白
石
喜
太
郎
随
行
。

①

一
八
九
一
年
阪
谷
芳
郎
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
た
和
子
は
、
二
十
歳
に
し
て
物
理
学
者
高
嶺
俊
夫
と
結
婚
し
た
。
親
戚
知
己
に
よ

う
帝
国
ホ
テ
ル
で
の
祝
宴
に
続
い
て
、
築
地
精
養
軒
で
の
披
露
宴
に
は
大
勢
の
名
士
貴
顕
が
招
か
れ
、
余
興
に
は
狂
言
が
演
じ
ら
れ

た

花
婿
の
父
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
主
義
を
導
入
し
た
高
名
な
教
育
学
者
で
あ
り
、
俊
夫
自
身
も
長
岡
半
太
郎
ら
と
と
も
に
分
光
学

②
に
お
け
る
業
績
で
い
ま
に
知
ら
れ
る
。

渋
沢
＝
阪
谷
家
系
か
ら
ひ
と
り
の
命
を
奪
っ
た
当
地
の
惨
状
に
つ
い
て
は
、
町
長
を
初
め
と
す
る
編
集
委
員
に
よ
っ
て
総
括
的
な

史
料
『
鎌
倉
震
災
誌
』
が
七
年
後
に
刊
行
さ
れ
る
。「
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
突
如
と
し
て
、
大
地
も
覆
へ
ら
ん
と
す
る
大
地
震

襲
来
し
、
次
い
で
午
後
零
時
四
十
分
強
度
の
余
震
が
襲
来
し
た
。
震
源
に
つ
い
て
は
、
学
者
の
観
測
区
々
で
あ
る
が
、
相
模
湾
の
海

底
と
す
る
説
が
有
力
で
そ
の
震
幅
は
正
に
四
寸
に
達
し
た
と
称
せ
ら
れ
た
。
此
の
激
烈
な
る
震
動
に
よ
り
、
鎌
倉
町
四
千
戸
の
民
家

は
殆
ど
倒
潰
し
、
土
蔵
石
造
煉
瓦
造
の
如
き
建
物
は
、
見
る
影
も
な
く
烈
壊
粉
砕
し
た
。
殊
に
災
禍
を
大
な
ら
し
め
た
も
の
は
、
震

災
に
次
ぐ
火
災
と
海
嘯
と
で
あ
っ
た
。」「
海
嘯
は
所
謂
第
二
震
の
直
後
、
爾
後
二
回
に
亙
つ
て
襲
来
し
、
そ
の
第
二
回
目
の
も
の

は
、
第
一
回
の
そ
れ
よ
り
も
遙
か
に
大
き
く
。
高
さ
実
に
三
丈
に
達
し
た
と
い
ふ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
乱
橋
材
木
屋
、
長
谷
新
宿
、
坂

の
下
海
岸
に
於
い
て
は
、
地
震
に
よ
り
危
く
倒
壊
を
免
れ
た
人
家
を
圧
倒
し
、
人
命
を
損
じ
、
船
舶
家
財
を
流
失
し
た
。」
大
火
に

清
川
来
吉
編
『
鎌
倉
震
災
誌
』
鎌
倉
町
役
場
、
一
九
三
〇
年
。

①

『
鎌
倉
震
災
誌
』
六
五
、
二
八
一
ー
二
八
二
頁
。

②
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至
る
火
元
の
ひ
と
つ
は
、
長
谷
観
音
門
前
に
立
つ
評
判
の
観
光
施
設
、
料
理
旅
館
三
橋
と
さ
れ
る
。「
同
旅
館
は
建
坪
千
坪
に
近
い

大
建
築
で
あ
っ
た
が
、第
一
震
と
同
時
に
倒
壊
し
炊
事
場
か
ら
発
火
し
た
。火
は
火
元
が
大
き
い
だ
け
に
忽
ち
四
方
に
燃
え
拡
が
り
、

東
方
は
神
明
前
二
百
七
十
四
番
地
、
二
百
七
十
二
番
地
に
至
り
、
西
方
は
観
音
前
よ
り
光
則
寺
大
門
を
経
て
北
方
大
仏
通
五
百
七
十

一
番
地
よ
り
川
を
越
え
て
見
越
岳
西
麓
に
達
し
、
同
所
よ
り
神
明
前
に
亘
る
一
帯
の
区
域
を
焦
土
と
化
し
、
一
方
尻
火
は
二
十
番
地

及
二
一
番
地
を
焼
い
た
。」
①

倒
壊
し
た
主
要
な
建
築
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
極
楽
寺
、
鎌
倉
銀
行
、
鎌
倉
町
役
場
、
御
用
邸
、
山
階
宮
別
邸
、
伏
見
宮
別
邸
の
ほ

か
、
松
方
侯
爵
や
前
田
侯
爵
な
ど
の
別
邸
が
挙
げ
ら
れ
る
。
明
治
な
か
ば
官
営
鉄
道
の
延
長
に
伴
っ
て
、
鎌
倉
は
避
暑
・
療
養
の
適

地
と
し
て
注
目
さ
れ
、
皇
女
の
た
め
御
用
邸
が
造
営
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
多
く
の
貴
族
や
名
士
が
こ
こ
に
居
を
構
え
た
。
地
震
の

と
き
当
地
に
居
合
し
た
元
老
松
方
正
義
は
脚
部
に
負
傷
し
、
池
田
享
子
侯
爵
夫
人
と
芳
川
貞
子
伯
爵
夫
人
は
圧
死
す
る
。『
近
代
の

恋
愛
観
』
の
著
者
た
る
英
文
学
者
厨
川
白
村
も
津
波
に
流
さ
れ
急
死
し
た
。

皇
族
に
関
し
て
も
東
久
邇
宮
師
正
王
が
鵠
沼
で
、

②

閑
院
宮
妃
寛
子
が
小
田
原
で
、
山
階
宮
妃
佐
紀
子
が
鎌
倉
で
地
震
の
た
め
逝
去
す
る
が
、
と
り
わ
け
悲
痛
で
あ
る
山
階
宮
妃
の
絶
命

は
、
病
床
に
お
け
る
高
嶺
和
子
の
最
期
と
や
や
似
通
う
。

御
い
た
は
し
き
限
り
な
り
し
は
、
山
階
宮
妃
佐
紀
子
女
王
殿
下
の
御
最
期
で
あ
る
。
殿
下
に
は
、
昨
春
御
成
婚
の
盛
儀
を
挙



大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
編
『
大
正
大
震
災
大
火
災
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講
談
社
、
一
九
二
三
年
。
二
八
ー
二
九
頁
。
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げ
さ
せ
た
ま
ひ
て
以
来
、
背
の
宮
武
彦
王
殿
下
と
の
御
語
ら
ひ
、
い
と
も
御
む
つ
ま
じ
く
、
近
く
は
、
つ
ね
な
ら
ぬ
御
身
と
の

芽
出
度
き
御
事
さ
へ
洩
れ
伝
は
り
て
、
竹
の
園
生
の
御
栄
え
、
仰
ぐ
だ
に
畏
き
限
り
で
あ
っ
た
の
に
、
悲
風
一
陣
、
今
は
こ
れ

す
べ
て
夢
、
背
の
宮
の
御
哀
愁
、
さ
て
は
御
母
宮
賀
陽
宮
の
御
衷
情
、
推
し
ま
ゐ
ら
す
も
、
な
か
な
か
に
畏
れ
多
き
極
み
で
あ

る
。こ

の
日
、
女
王
殿
下
に
は
、
御
母
宮
賀
陽
宮
大
妃
殿
下
御
列
席
に
て
、
背
の
宮
武
彦
王
殿
下
が
、
追
浜
海
軍
航
空
場
へ
御
出

張
の
あ
と
、
吾
妻
勝
剛
博
士
を
召
さ
れ
、
拝
診
方
を
命
じ
さ
せ
た
ま
ひ
、
鎌
倉
由
井
ヶ
浜
な
る
御
用
邸
内
の
階
下
の
一
室
に
て
、

今
し
、
拝
診
中
で
あ
っ
た
。

と
、
天
柱
折
れ
、
地
軸
砕
け
し
か
と
思
は
れ
た
大
震
は
、
あ
れ
よ
と
呼
ぶ
間
も
な
く
、
さ
し
も
御
用
邸
と
し
て
堅
固
に
し
つ

ら
へ
ら
れ
た
建
物
を
も
、
無
残
、
微
塵
に
打
ち
砕
き
、
女
王
殿
下
は
じ
め
、
拝
診
の
吾
妻
博
士
並
び
に
侍
女
を
、
立
ち
上
る
い

と
ま
も
あ
ら
せ
ず
、
あ
は
れ
、
梁
の
下
敷
き
と
な
し
、
申
上
げ
や
う
も
な
き
傷
し
き
御
最
期
、
更
に
、
三
尺
程
へ
だ
て
た
あ
た

り
に
、
御
座
あ
ら
せ
ら
れ
た
御
母
の
宮
に
も
、
痛
手
を
負
は
せ
る
る
の
、
惨
ま
た
惨
、
こ
の
世
の
事
と
も
覚
え
ぬ
、
悲
痛
な
る

光
景
が
、
眼
の
あ
た
り
に
現
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
①

二
〇
二
三
年
二
月
一
日

初
出


